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日 ASEAN 科学技術・イノベーション協働連携事業（NEXUS） 

日本－フィリピン「水の安全保障」 

研究領域 

2024 年度 年次報告書 

研究課題名（和文） 
フィリピンにおける水の安全保障と公衆衛生の向上を目的とした

水環境中および上下水処理システムでの新興微生物の汚染評価 

研究課題名（英文） 

Assessment of Emerging Microbial Contaminants in the 

Aquatic Environment and Water/Wastewater Treatment 

Systems to Enhance Water Security and Public Health in the 

Philippines 

日本側研究代表者 原本 英司 

研究期間 2025 年 1 月 1 日～2027 年 12 月 31 日 

１. 日本側の研究実施体制 

氏名 所属機関・部署・役職 役割 

原本 英司 山梨大学・大学院総合研究部・教授 

日本側研究チームの統括、研究テ

ーマ 2・4 の総括、研究テーマ 1・

3 の実施 

北島 正章 
東京大学・大学院工学系研究科・特任教

授 

研究テーマ 1・3 の総括、研究テ

ーマ 3 の実施 

２. 研究成果の概要 

① 研究構想にかかる成果 

本研究では、フィリピンの水環境中における病原微生物と薬剤耐性遺伝子の汚染実態および水処理工

程での低減効果を明らかにし、水の微生物学的安全性を保障する新たな指標微生物を探索すると共に、

下水疫学調査を用いた感染症の流行監視システムを構築することを目的としている。2024 年度は、下水

中の病原微生物を測定することで、地域における感染症の流行状況を効率的に把握する「下水疫学調査」

に関する研究に主に取り組んだ。 
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フィリピン国内の 4 ヶ所の汚水処理施設で採取した流入水と放流水（各 18 試料）を濃縮・核酸抽出操

作に供し、4 種類の病原ウイルス（新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）、A 型インフルエンザウイルス

（Inf-A）、ノロウイルス GI（NoV-GI）および GII（NoV-GII））と 2 種類の指標ウイルス（トウガラシ

微斑ウイルス（PMMoV）およびクラスファージ（crAssphage））を（逆転写）リアルタイム PCR により

測定した。測定に際し、事前に RNA ウイルスに対する核酸抽出キットとして 2 種類を比較し、検出率に

優れたキットを採用した。 

流入水からの病原ウイルスの検出率は、SARS-CoV-2 が 56%、Inf-A が 17%、NoV-GI が 89%、NoV-

GII が 83%であり、3～7 log10 copies/L 程度の濃度で検出された。一方、放流水からは、NoV-GI（50%）

と NoV-GII（44%）は検出されたものの、SARS-CoV-2 と Inf-A はいずれの試料からも検出されなかっ

た。 

指標ウイルスとして測定した PMMoV と crAssphage はすべての流入水から検出され、それぞれ約 7 

log10 copies/L および約 6.5 log10 copies/L の平均濃度を示した。放流水からの検出率はいずれも 83%

であり、平均濃度は、PMMoV が約 5.5 log10 copies/L、crAssphage が約 3.5 log10 copies/L であっ

た。 

汚水処理施設におけるウイルスの低減率を算出した結果、NoV-GI は平均 2.5 log10、NoV-GII は平均

2.6 log10 となり、汚水処理工程で十分なウイルスの低減効果が得られていると判断された。また、指標

ウイルスの低減率は、PMMoV が平均 2.1 log10、crAssphage が平均 3.4 log10 と算出され、ウイルス低

減指標としては crAssphage よりも PMMoV の方が適していることが示唆された。 

 

② 国際研究交流の促進にかかる成果 

2025 年 3 月にオンラインでキックオフ・ミーティングを開催し、プロジェクトの研究内容・計画の共

有に加え、現地調査の具体的な内容（調査地点、開始時期等）や日本側チームの渡航計画等について議論

を行った。 

 

３. 代表的な業績（原著論文、プレスリリース、表彰など） 

 Eiji Haramoto. 2025. Advancement of pathogen-detection methods for the implementation 

of wastewater-based epidemiology. Global Alliance for Rapid Diagnostics (GARD) Forum 

2025. Innovations in Water-Based Epidemiology. (March 21, 2025, online)【招待講演】 

 


